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■概要■

量子力学の基本原理を積極的に利用することで従来技術を凌駕する機能・性能を備えた情

報処理を実現するのが量子情報処理技術である．量子力学固有の，状態の重ね合わせと干渉・

もつれ合い・不確定性といった性質を活かして，量子通信では伝送容量の増大及び暗号に利

用する鍵配布の絶対安全性が，量子計算では計算量の抑制による高速化が追求される．また

量子ネットワーク技術は分散型の量子情報処理を目指す．いずれも新しく非常に学際的な研

究領域であり，異なる分野からの様々なアイデアを取り込みながら急速に発展している．

【本編の構成】

本編では，量子通信と量子鍵配布（1章），量子ネットワーク（2章），量子計算（3章）に

関して，理論的及び実験的側面から，基本的概念と多様な研究の進展を解説する．
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